
平
戸
市
の
現
状

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
平
戸
市
に
お
け
る

高
齢
者
人
口
・
高
齢
化
率
は
令
和
６
年
４

月
時
点
で
、
１
万
１
千
９
９
０
人
・
42
．

38
％
と
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
65
歳
以
上
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
の
う
ち
、
認
知
症
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ

ａ（※

１
）以
上
の
人
は
、
令
和
６
年
４
月

時
点
で
１
千
４
６
４
人
と
、
65
歳
以
上
の

12
．
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
」は
、
誰
で
も
発
症
す
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す
。
認
知
症
を
他
人
事

と
思
わ
ず
、
自
分
事
と
し
て
考
え
、
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
平
戸
市
で
は
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
尊
厳
の
あ
る
そ

の
人
ら
し
い
生
活
を
続
け
て
い
け
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

１
つ
に
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。

※

１　

日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
よ
う
な

　

症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が

　

多
少
見
ら
れ
て
も
、
誰
か
が
注
意
し
て

　

い
れ
ば
自
立
で
き
る
状
態
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
？

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民

な
ど
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
で「
認
知
症
カ
フ
ェ
」と
言

わ
れ
ま
す
。

　

平
戸
市
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
は
、
認

知
症
予
防
に
加
え
て
、
介
護
予
防
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
お

茶
や
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
、
情
報
交

換
し
た
り
、
体
操
や
脳
ト
レ
、
認
知
症
・

介
護
予
防
の
講
話
を
聞
い
た
り
、
医
療
や

介
護
の
専
門
職
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

現
在
、
平
戸
市
内
10
カ
所
で
開
設
し
て

い
て
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
認
知
症
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
長
寿
介
護
課

高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）も
し
く
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
一
覧
の
連
絡
先
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

笑
顔
で
過
ご
す
時
間

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
介
護
予
防

問　

長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
班　

☎
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参加者の声

・睡眠の講話を聞いて、自宅で睡眠前の呼吸法
　を実践し、よく眠れるようになりました。
・スクウェアステップや、脳トレゲームなど楽し
　く取り組んでいます。初回から毎回欠かさず参
　加しており、毎月楽しみにしています。

温測定、お手玉を使った
ゲームや茶話会を行って
おり、参加者が楽しそう
にしているのを見て、や
りがいを感じています。
　今後もいろいろなこと
に取り組み、誰でも参加
できる、「参加して楽し
かった、また来たい」と
思える場所にしたいです。

介護予防カフェ「えつなん」

　濵田　三美　さん
はまだ　みつよし

　昨年度まで、中部地区
には介護予防カフェがな
く、平戸荘が無償で会場
を提供してくれると聞き、
中部地区の民生委員定例
会でボランティアの話を
したところ、多くの人が
手を挙げてくれたので、
今年4月から15人のボラ
ンティアスタッフで、介
護予防カフェ「えつなん」
を開設しました。
　会場を提供してくれた
平戸荘からも参加しても
らい、飲み物の準備や、
チラシ作成など、ご協力
いただいています。
　カフェでは、血圧・体

Interview

参加者の声

・自宅でも、空き時間に体操や、お手玉の練習を
　行い、介護予防に気を配っています。
・できるだけ、外に出てさまざまな活動に参加す
　るようにしています。カフェは毎回楽しく、参加
　すると気持ちが明るくなります。

介護予防カフェ「えつなん」

認カフェ「いなほ」

いなほグループホーム

　塚本　吉弘  さん
つかもと　よしひろ

　認知症になったらすぐ
に施設に入所するのでは
なく、できるだけ自宅や
地域で生活できるように
なってほしいです。
　そのために、認知症の
予防と正しい知識を多く
の人に身に付けてもらえ
るよう、認知症カフェを
行っています。
　カフェでは、参加者に
楽しんでもらえるようス
タッフ自らが楽しむことを
心がけており、「参加して
楽しい、また次も来たい」
と感じてもらい、それが
認知症の予防に繋がるよ

う活動しています。
　カフェを始めて５年ほ
どになり、たくさんの人
に参加いただいています
が、参加したことがない
人にも興味を持ってもら
えるよう周知し、多くの
人に参加してほしいです。

Interview

１_介護予防カフェ「よろうで喫茶」脳トレクイズの様

子／２_介護予防カフェ「毎快Dｅカフェ」でコース

ター作りをしながら談笑する皆さん／３_認カフェ

「いなほ」でスクウェアステップを体験する参加者／

４_介護予防カフェ「えつなん」お手玉ゲームの様子

施設代表

代表

（認知症トレーナー）

１

２

３

４
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